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　岡山県三大踊りの一つで江戸時代初期から続く
「備中たかはし松山踊り」（同実行委員会主催）が、
３日間にわたり開催されました。
　職域・団体連や子ども会連による踊りコンテス
トをはじめ、武士が舞った仕

し く み

組踊り、先祖を供養
する精霊流し、納涼茶会など多彩なイベントもあ
り、踊り会場は大勢の家族連れや若者らで熱気に
包まれました。

踊りと熱気に包まれた３日間

歴史と伝統を受け継ぐ
 8 月 14 日 -16 日　備中高梁駅前大通り

迫力満点の絵ぶたがズラリ
 ８月 13 日　マンガ絵ぶた公園（川上町地頭）

　今年で 22 回目となる「マンガ絵ぶたまつり」
（同実行委員会主催）が開催され、地元の有志グル
ープなどが作った９基の絵ぶたを乗せた山車が会
場を練り歩きました。
　「はねと」と呼ばれる踊り手が「ラッセラー」
と声を張り上げて舞い、アニメキャラクターなど
をかたどった巨大な絵ぶたが次々と登場。その迫
力に多くの来場者から歓声があがっていました。

迫力満点の絵ぶたが並ぶ

　平成 24 年３月末に国内最古の現役の木造校舎
として閉校となった旧吹屋小学校（県重要文化財
指定）。保存修理中の校舎の現場見学会が開催さ
れ、普段は見られない修理現場の公開に約 115
人が参加しました。
　この保存修理工事は、県重要文化財に指定され
ている本館、東・西校舎、東・西廊下の５棟が対
象。平成 31 年度末完成を目指しています。

明治期の高い建築技術を

修復作業中の旧吹屋小学校校舎

 ９月 10 日　旧吹屋小学校（成羽町吹屋）

　「高梁市水害対策訓練」（市など主催）が行われ、
消防署員や地元消防団、地域住民ら約 200 人が
参加しました。
　市内で発生した水害を想定して、土砂に埋もれ
た車や倒壊した家屋から被災者を救出する訓練を
はじめ、避難時の避難経路や土のうの設置方法な
どの確認を行い、有事の際に備えるとともに、各
関係機関との連携を再確認しました。

万が一に備えて

倒壊した家屋から負傷者を救出する訓練

 ８月 28 日　有漢総合グラウンド（有漢町有漢）

　本市出身の弓道家：吉田能
よしやす

安（1891 ～ 1985
年）氏の遺族から平成８年に寄付を受けた旧吉田
邸（東京都杉並区）の改築工事が終了し、新たに

「備中高梁館」として落成式が行われました。
　備中高梁館では、高梁産の無農薬野菜や備中高
梁ブランド品などを販売する「備中松山藩食彩屋」
がリニューアルオープンし、多くの人で賑わって
いました。

リニューアルオープン！

新館落成式のテープカット

 ８月７日　備中高梁館（東京都杉並区）

　世界的ガラス作家の土
つち

田
だ

康
やす

彦
ひこ

さん（イタリア在
住）に、活動を通じて高梁市の魅力を発信する「備
中高梁 伝えたいし！」（８人目）を委嘱しました。
　土田さんは、大阪市に生まれ、幼少期から高校
卒業まで本市宇治町で過ごし、現在はイタリアの
ヴェネチアを拠点に、世界的なガラス作家として
国内外で数々の賞を受賞しています。

高梁の魅力を世界へ

「高梁は私の創造性の原点」と話す土田さん

 ８月 10 日　市役所本庁（松原通）
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